
 

 
和歌山県立体育館及び和歌山県立武道館の指定管理者候補者を選定しました 

 
 和歌山県立体育館及び和歌山県立武道館の令和４年４月１日からの指定管理者について募集を

行った後、選定委員会の審査を経て、下記のとおり指定管理者の候補者を選定しましたのでお知

らせします。 
 なお、指定管理者の指定は、本年 12月県議会での議決を経た後に行う予定です。 
 

記 
 
１ 申請者  

令和３年９月 14 日から同月 27 日まで募集を行ったところ、次の１者から申請がありま

した。 
 (１) 名 称 公益財団法人和歌山県スポーツ振興財団 
   所在地 和歌山市手平二丁目１番２号 
   代表者 理事長 横尾 英治 
 
２ 指定管理者候補者の名称 公益財団法人和歌山県スポーツ振興財団 
 
３ 審査の概要 
 (１) 審査の方法 

令和３年 10 月 14 日に開催された選定委員会において、申請者から提出のあった書類

の審査及びヒアリングを実施 
あらかじめ定めた審査項目を審査基準ごとに集計する方法により採点を行いました。 
申請者が１者のため、合計点数があらかじめ定めた最低点（60 点）に達していれば、

指定管理者の候補者とすることとしました。 
 

 (２) 選定委員会の構成  
氏名 役職 

委員長 赤松 喜久 国立大学法人大阪教育大学教育学部 教授 
副委員長 上野 幸浩 和歌山県高等学校定時制通信制教育振興会 会長 
委員 小西 里枝 税理士 
委員 神徳 佳子 NPO 法人WAC わかやま 副理事長 
委員 彦次   佳 国立大学法人和歌山大学教育学部 准教授 

 
 

担当課 スポーツ課

担当者 橋爪、山本陽介

電話 ０７３－４４１－３６９０

令和３年１１月１２日
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(３) 採点結果  

 
 (４) 総評  
  ア コロナ禍で利用者数が大幅に減少する中、経営努力が認められる点を評価した。 
  イ 公共施設として、県民の健康増進などのニーズに応えられている点を評価した。 
  ウ コミュニケーションボードの活用など、障害者が利用するためのサポートができている

点を評価した。 

  エ 外国人の利用促進の工夫がなされている点を評価した。 


